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アジア域内海上コンテナ輸送トレンドと
荷主様のニーズ実現

アジア シームレス フォーラム 2017 / SITC JAPAN   
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海上コンテナ輸送の市場規模
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2015年全世界計12,900万teu

世界のコンテナ輸送量は？

東アジア域内のコンテナ取扱量は世界全体の20％を占める

2,660万teu

（公財）日本海事センター公開資料より

Asia
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アジア域内各国GDPとコンテナ物量より見るコンテナ海運市場
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GDP,  In/Outbound volume

輸出型輸入型

中国⇔日本・韓国航路
(アジア域内約24%) 

日本・韓国⇔アセアン航路
(アジア域内約19%)

アセアン航路域内航路
(アジア域内約18%)

中⇔アセアン航路
(アジア域内約36%) 

中国輸出入で60%

<経営視点>
中国～日本～アセアンを
結ぶ航路運営が理想的
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陸運が主体 海運が主体

質・量優れた労働力を背景に
様々な製造業が進出

電器の生産拠点化進行、今後は
自動車産業拡大が期待

自動車・二輪・家具等の
耐久消費財が堅調

アパレル・履物等の進
出急増

進出済企業の周辺国への
生産地分散がトレンド。
自動車産業強い

エレクトロニクスの高付加価値
分野は充実

石油化学、医薬品等の
高付加価値産業が集積

海を囲んだアジア各国・地域に
分散する生産地と消費地

如何にニーズを反映した海上
ルートを構築するか？

欧州とアジアの地勢的な特徴、アセアンの生産地図

消費
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アジアの水域での本船運航（遅延）リスク

冬季季節風（北風）

夏季台風

脆弱な港湾インフラ
（船混み）

霧
瞬間的な港湾混雑

入出港不可

⇒船混み

ストライキ
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SITCのアジア域内航路 - Focus Asia -

China

Korea

ASEAN

Japan

中国基点アジア域内物流
（多国間分業、消費力向上）

市場環境

アジア域内市場ニーズ(顧客
ニーズ)を実現する配船

SITC思想

大量の小型船投入による
多頻度・網の目航路

運航船隊78隻
(自社船48隻）

アジア各国65港へ
のサービス。
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アジア域内での配船モデル

A港

C港B港

一般的な他社航路トレンド (コスト重視)

Vessel Capacity           
2,500～4,500teu

A港

F港

D港C港

E港

B港

SITCの多頻度網の目モデル (ニーズ重視）

Vessel Capacity           
800～1,800teu

TEUあたり輸送コスト ×

変化対応力 ○

本船あたり運航コスト ○

本船堪航性 △

航路便数 ○
他船社との協調 △

TEUあたり輸送コスト ○

変化対応力 ×

本船あたり運航コスト ×

本船堪航性 ○

航路便数 ×
他船社との協調 ○

小型船隊による、小回り・機動力を活かした柔軟な配船

aaa lines bbb lines

ccc lines
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アジア域内での荷主様の環境

最寄港の利用（生産地、消
費地、door to door尺度）

こまめ輸送

定航性、安定性

①コスト削減
CSR向上（Co2削減）

②在庫最適化

③SCMの維持
（リスク対応）

積載効率向上

L/T短縮

地方含む130以上のコンテナ港

アセアン諸港の全弱なインフラ

アジア域内の輸出入物流環境

各港間のT/Tが短い(天候影響大）

遅延・トラブル対応力

荷主様の物流取組み環境 あるべき航路

海を囲んで
分散する生産
地と消費地

地方港と主要港、地方港と地方
港が併存する航路

どの港にも入港できる本船で構
成された船隊

遅延時に他航路でリカバリーで
きる航路網

柔軟に素早く変化対応できる航
路
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SITCの顧客ニーズを反映したアジア域内の「多頻度網の目航路」

苫小牧

八戸

仙台

釜石

東京

川崎

横浜

御前崎

豊橋

名古屋

四日市

神戸

大阪

堺泉北

松山

博多

徳山

Shihanoukville

Bangkok

Laemchabang

Haiphong

Danang

Chulai

清水

Xingang

Dalian

Qinhuangdao

Yantai

Shidao

Qingdao

Taicang

Shanghai

Ningbo

Xiamen

Shekou

HonｇKong

Taichung

Keelung

Quanzhou

Weihai

Kaohsiung

Hochiminh

Jakarta

Surabaya 門司

Subic

Manila（S・N)

Batangas

Cebu

Cagayan De oro

Kota Kinabalu

Kuching

Bintulu

Port Kelang

Singapore

Lianyungang

General Santos

Davao

Semarang

Makassar

Inchon

Kwanyang

Ulsan

Pyeongtaek

Busan

Daesan

78隻投入による「他頻度・網の目航路」、顧客ニーズをもっと反映させたい
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SITCの標準船型

製造
船舶種別
全長 x 巾
総トン数
積載
速力

: 旭洋造船(株)
: Full Container ship
: 145 m X 22 m
: 9,831ton
: 1.100teu

: 18knot

M/V: “SITC SHANDONG”
2014年10月就航

NEW1,800TEU Eco Container Ship Series

船舶種別： Full Container ship
全長 x 巾：170 ｍ ｘ 28ｍ
総トン数 ：17,119 ton
積載 : 1,808 ｔeu
速力 : 19.5 knot

Japan MAX 1,100TEU Full Container Ship SeriesM/V: “SITC OSAKA”



Anzen Antei Anshin Copyright @ SITC JAPAN Co., Ltd. All Rights Reserved.

5-5 THAILAND SERVICE SITCのコンテナ品質

QCC(家電・アパレル)専用コンテナドライコンテナの定期リプレース

空コンテナは「多頻度・網の目航路」で必要な時に
必要な量を各港へ効率良く回漕します。

2013 → 30,000unit

2014 → 18,000unit

2015 → 20,000unit

2016 → 30,000unit →コンテナ平均年齢2.9歳

2017 → 30,000unit (予定)

S I T C

S I T C

S I T C
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SITCの荷主様ニーズ実現への取組
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連雲港起点のNew Eurasia Land Bridge(鉄道輸送)の可能性

連雲港

Rotterdam

10,000km (2weeks)

New Eurasia Landbridge

20,000km (5weeks)

The Eastern Terminal of 

New Eurasia Land-bridge

Восточный

13,000km (3weeks)
Siberia Land-Bridge
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5-5 THAILAND SERVICE 【IT】顧客視点での物流情報の「見える化」取組み

【日本港】本船入出航の動静情報
（輸入港ベース）

【海外港】本船入出航の動静情報
（本船ベース）

【トレーシング】船積関連/積換
情報（BL No.ベース）

【サレンダー/SWB確認】 【フリータイム】

基幹システムと連動、オンタイム・リアルタイム情報の可視化

共通メリット
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「ナンバーワン」 ではなく 「オンリーワン」へ

企業の基本機能

「顧客創造」のための基本機能

マーケッティング イノベーション

ニーズを理解し満足し
て頂く。

新しいニーズを作り出
し満足して頂く

選ばれる船社 勝抜ける船社

皆様のニーズ・アイデアをもっと聞かせて下さい。
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